
◆企 画 名  新入生座談会『絆』 

日  程  平成 23 年 4 月 21 日（木）、4 月 27 日（水） 

場  所  総合学生会館凜風館 1 階 ピア・コミュニティルーム 

参加者数  一般参加者 21 日：20 名、27 日：16 名 

目  的 

１ 同じ学部や他学部の新入生同士が繋がることができる場所を提供 

２ 授業や課外活動団体内だけでなく、関大生として繋がっている新入生同士が話せる機会 

３ 2011 年度の運営本部の目標であるピアの認知度向上を目指し、新入生への認知度向上 

内  容 

 ピア・サポータ 2・3 年次生 1 名が場の進行役（ファシリテーター）となり、5～6 名の

グループを作って実施、そのため 3～4 グループとなった。お昼ご飯を食べてもらいなが

ら、事前に用意したトークテーマを題材にして、その場で出会った新入生同士に会話を楽

しんでもらった。 

感  想 

昨年度にも同様の企画を実施したが、今年度の参加者は 1 日目が 20 名、2 日目が 16 名

と大幅に参加者が増える形となった。準備期間や広報手段は今年度の方が少なかったにも

関わらず、この結果が出たのは、ピア・サポートの授業での告知が大きかった（アンケー

ト集計より）。授業の受講生が友達を誘ってきてくれるといったこともあった。 

「楽しかった」「違う学部の人と話せてよかった」という感想もあり、満足度は高めだっ

た。 

座談会企画は今年で 3 年目（実施回数は 4 回目）となるため、企画に関してのノウハウ

は固まってきた。ずっと同じ企画担当者が関わっていたので、今後はその担当者が外れて、

今までの座談会とは少し違った企画を来年度以降は実施していけたらいいと考えている。 

改善点 

お昼休みに実施しているために、企画実施時間が短くなってしまうので、「もっと話した

かった」という声もあった。授業の関係で途中参加になってしまう人や早く出ていかなけ

ればならない人もいたので、サポータは臨機応変に対応していたが、これらのことも踏ま

えて、今後は実施時間の見直しや企画内容の時間配分なども考えていく必要がある。 

 

 


